
結 果 等 報 告 書

平 成 ２１ 年 度 （春期）

ア ル ゼ ン チ ン ア リ の 一 斉 防 除 試 験

平 成 ２ １ 年 １１ 月

大竹市 都市環境部 環境整備課



防除地区

防除面積

参加人数

防除期間

使用薬剤

モニタリング
（効果判定測定）

4回目 7月 8日 頃 （一斉防除1ヵ月後）

期間中1回設置

参 加 者 1回目 6月 2日以前 （一斉防除以前）
2回目 6月 8日 頃 （一斉防除直後）
3回目 6月22日 頃 （一斉防除2週間後）

液体型殺虫剤 （1.8Ｌ×960本）
期間中6回散布

エサ型殺虫剤 （2.5ｇ×1,200個）

２７５名（２５９世帯）

6月3日（水）～6月7日（日） ※5日間
※期間中の雨のため，若干日程をずらして実施している場合あり。

南栄３丁目自治会区域内 （南栄３丁目全域・東栄２丁目一部）

約１５ｈａ

平 成 2 1 年 度（春期）

アルゼンチンアリの一斉防除の実施内容

参加者モニタリング時間

項目

作業時間表記入 ◎

調査シート，作業時間表の回収 ◎

◎

事後調査・観察･評価シート記入 ◎
実 施

事前調査・観察･評価シート記入 ◎

薬剤の散布・設置 ◎

実施状況等デジタルカメラ撮影

薬剤保管場所の確保・管理 ◎

参加者へ資料・薬剤配布，説明 ◎

説明会の開催 ◎ ○

薬剤の購入，保管場所への搬送 ◎ ○

◎ ○

住民の方への参加依頼（回覧） ◎ ◎ ○

防除範囲を自治会と協議 ◎ ○

準 備

具体的計画の作成 ◎

自治会と日程協議

事業規模の決定 ◎

防除範囲の決定 ◎

実施内容 市 自治会役員 自治会住民

計 画

環境省，対策協議会との調整 ◎

４８１時間

一斉防除に係る役割分担

4回目 7月 8日 頃 （一斉防除1ヵ月後）

専門業者 1回目 5月26日 （一斉防除以前）
（10地点） 2回目 6月23日 （一斉防除2週間後）

3回目 7月 7日 （一斉防除1ヵ月後）

◎

※ ◎：実施主体 ○：実施協力

効果判定

評価シート，作業時間表の集計 ◎

実施状況等写真データ整理 ◎

一斉防除の効果の分析・公表

調査シート，作業時間表の回収 ◎



一斉防除の説明会

液体型薬剤の散布

エサ型薬剤の設置



参加者数 回答数

275名 275 名 100.0 ％

6月3日以前 275名 275 名 100.0 ％

275名 250 名 90.9 ％

6月 8日頃 275名 275 名 100.0 ％

275名 250 名 90.9 ％

6月22日頃 275名 275 名 100.0 ％

モニタリング（効果調査）シート

屋外の状況

屋内の状況

屋外の状況

屋内の状況

屋外の状況

回答率

モニタリング（効果調査）の回答数・回答率

項 目

275名 250 名 90.9 ％

7月 8日頃 275名 275 名 100.0 ％

275名 250 名 90.9 ％

普段の取組等 275名 273 名 99.3 ％

275名 273 名 99.3 ％

275名 273 名 99.3 ％

217名 217 名 100.0 ％

275名 462 名 168.0 ％

275名 258 名 93.8 ％

一斉防除 275名 144 名 52.4 ％

使用薬剤の種類（複数回答あり）

アリの巣の位置について

駆除の割合（駆除している方のみ）

例年と比較したアリの数について

ご意見・ご感想

これまで不快の思いの有無

屋内の状況

屋外の状況

屋内の状況

これまで駆除の試みの有無



普段の取組などについて

モニタリング（効果調査）シートの集計結果

大幅に少なくなっている

77.1%

若干少なくなっている

18.2%

かわらない

4.9%

例年の春と比較したアルゼンチンアリの数

昨年の春 ： 一斉防除未実施

昨年の秋 ： 第１回一斉防除実施

今年の春 ： 第２回一斉防除実施

約７７％の方が，例年の春と比

べて，「大幅に少なくなった」と

回答されています。

「若干少なくなっている」をあ

わせると，約９５％の方が例年の

春より少なくなっていると回答さ

れています。

回答数 ２５８件

アルゼンチンアリで不快な思いをしたこと 回答数 ２７３件

しょっちゅう不快になる

37.7%

ときどき不快なことがあ

る46.5%

不快な思いをしたこと

がない 15.8%

約８４％の方がアルゼンチンア

リを不快と感じています。

次のグラフの[昨年秋の集計結

果]と比較すると，しょっちゅう

不快になる方は，約２１％減り，

不快な思いをしたことがない方が

約１１％増えています。

しょっちゅう不快に

なる

58.8%

ときどき不快な

ことがある

36.3%

不快な思いをした

ことがない

4.9%

アルゼンチンアリで不快な思いをしたこと 回答数 ２８４件

昨年秋の集計結果



普段の取組などについて

モニタリング（効果調査）シートの集計結果

普段アリの駆除を行っていますか？ 回答数 ２７３件

知っている

16.8%

大体知っている

53.1%

知らない

30.0%

自宅付近のアリの巣の位置を知っていますか？ 回答数 ２７３件

「知っている方」と「大体知って

いる方」をあわせると，約７０％

の方がアリの巣の位置を把握して

います。

毎日

9.2%

週１～２回

27.6%

月１～２回

27.2%

年１～２回

18.0%

その他

18.0%

どれくらいの頻度でアリの駆除を行っていますか？ 回答数 ２１７件

行っている

79.5%

行っていない

20.5%

約８０％の方が普段からアリ

の駆除を行っています。

約３７％の方が，週に１回以

上駆除を行っており，６４％の

方が月に１回以上駆除を行って

います。

27.2%



普段の取組などについて

モニタリング（効果調査）シートの集計結果

スプレー型殺虫剤

33.8%

粉末型殺虫剤

17.3%
エサ型殺虫剤

15.8%

液体型殺虫剤

31.4%

その他

1.7%

アルゼンチンアリの駆除に試みた薬剤等 回答数 ４６２件

（複数回答あり）

一般家庭の対策として，スプ

レー型から液体型まで，様々な

殺虫剤が使用されています。

次のグラフの[昨年秋の集計結

果]と比較すると，スプレー型殺

虫剤は昨年同様高い割合となっ

ていますが，粉末型殺虫剤，エ

サ型殺虫剤，その他の割合が

減って，液体型殺虫剤の割合が

大きく増えています。

スプレー型殺虫剤

28.6%

粉末型殺虫剤

23.2%
エサ型殺虫剤

22.6%

液体型殺虫剤

16.7%

その他

8.9%

アルゼンチンアリの駆除に試みた薬剤等 回答数 ７０７件

（複数回答あり）

昨年秋の集計結果



一斉防除前後の状況

モニタリング（効果調査）シートの集計結果

26.9%

42.9%
52.7% 51.3%

36.4%

38.5%

34.5% 35.6%

36.7%

18.5%
12.7% 13.1%

0%
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30%

40%

50%
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70%

80%

90%

100%

家の周り（屋外）のアルゼンチンアリの状況

行列を見かける

数匹程度見かける

見かけない

一
斉
防

次のグラフの[昨年秋

の集計結果]と比較する

と，一斉防除実施前では，

「行列を見かける」の割

合が約50％減っています。

今回の一斉防除では，

実施2週間後に「見かけ

ない」の割合が実施前の

約2倍に増えています。

また，実施1ヵ月後は

アリが増えてくる時期で

すが，「見かけない」は

実施2週間後とほぼ同じ

回答数 ２７５件

６月３日以前 ６月８日頃 ６月２２日頃 ７月８日頃

（実施１ヵ月後）（実施２週間後）（実施直後）（実施前）

除
実
施

実施2週間後とほぼ同じ

割合を保っています。

3.8%

25.5%
42.6%

61.4%

10.1%

47.9%

40.8%

30.0%

86.1%

26.6%
16.5%

8.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

１０月２０日以前 １０月２７日頃 １１月４日頃 １１月２７日頃

家の周り（屋外）のアルゼンチンアリの状況

行列を見かける

数匹程度見かける

見かけない

（実施１ヵ月後）（実施１週間後）（実施直後）（実施前）

回答数 ２８０～２８８

一
斉
防
除
実

昨年秋の集計結果

（実施１ヵ月後）（実施１週間後）（実施直後）（実施前） 実



一斉防除前後の状況

モニタリング（効果調査）シートの集計結果

85.2% 89.6% 93.6% 92.4%

13.6%
10.0% 6.0% 7.6%

1.2% 0.4% 0.4% 0.0%

10%
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40%
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60%

70%

80%

90%

100%

６月３日以前 ６月８日頃 ６月２２日頃 ７月８日頃

家の中（屋内）のアルゼンチンアリの状況

油断すると行列ができる

数匹程度見かける

見かけない

次のグラフの[昨年秋の

集計結果]と比較すると，

一斉防除実施前では，

「見かけない」の割合が

約59％増えています。

今回実施した一斉防除

の1ヵ月後の状況では，

「油断すると行列ができ

る」と回答された方はい

ませんでした。
一
斉
防

回答数 ２５０件

６月３日以前 ６月８日頃 ６月２２日頃 ７月８日頃

（実施前） （実施直後） （実施2週間後） （実施１ヵ月後）

除
実
施

26.5%

74.2% 81.0% 86.7%33.5%

18.5%
16.8% 11.1%

40.0%

7.3% 2.2% 2.2%
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１０月２０日以前 １０月２７日頃 １１月４日頃 １１月２７日頃

家の中（屋内）のアルゼンチンアリの状況

油断すると行列ができる

数匹程度見かける

見かけない

（実施１ヵ月後）（実施1週間後）（実施直後）（実施前）

回答数 ２６８～２７５

一
斉
防
除
実

昨年秋の集計結果

（実施１ヵ月後）（実施1週間後）（実施直後）（実施前） 実



トラップは脱脂綿にショ糖溶液を染み込ませ30分放置し，集まったアルゼンチンアリを集計。

○集計方法： レベル０：個体数0 ，レベル１：個体数1～9 ， レベル2：個体数10～99 ， レベル3：100以上

一斉防除前後の状況

○モニタリング方法：一斉防除区域内に10地点の調査場所を設定し，1地点に10個のショ糖ベイトトラップを設置。

調査地点におけるモニタリング（効果判定）結果

14.0%

45.0%
59.0%

44.0%

31.0%

20.0%
37.0%

21.0% 21.0%
5.0% 3.0% 0.0%
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５月２６日 ６月２３日 ７月７日

調査地点におけるアルゼンチンアリの状況
レベル３
レベル２
レベル１
レベル0

（実施２週間後）（実施前） （実施１か月後）

一
斉
防
除
実

一斉防除前の状況は，次

のグラフの[昨年秋の集計結

果]と比較すると，レベル2以

上（2～3ケタの個体数）の割

合が２３％減っています。

今回実施した一斉防除の

1ヵ月後はアリが増えてくる

時期ですが，約60％の調査

地点でレベル0（1匹もいな

い状況）となっています。

１０地点 １００個設置

昨年秋のモニタリング（効果判定）結果

17.0%

67.0%
18.0%

22.0%

40.0%

8.0%
25.0%

3.0%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

１０月１８日（直前） １０月２９日（直後）

調査地点におけるアルゼンチンアリの状況

レベル３
レベル２
レベル１
レベル0

一
斉
防
除
実
施

１０地点 １００個設

100.0%

15.9%

41.3%

24.5%

14.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

調査地点におけるアルゼンチンアリの個体数の変動状況

Ｈ20の一斉防除前の

個体数を100％とした

場合の個体数の変動

一
斉
防
除
実
施
（
秋
）

一斉防除を実施する

ことで，個体数が大幅

に減少しています。

また，その効果が一

定期間継続しているこ

とがわかります。

１０地点 １００個設置

一
斉
防
除
実
施
（
春
）

昨年秋のモニタリング（効果判定）結果

※各レベルの個体数を，レベル0→0個体，レベル1→5個体，レベル2→30個体，レベル3→150個体として変換し，

平成20年度の一斉防除前の個体数を100％と設定した場合の個体数の変動

平成20 平成20 平成21 平成21 平成21
（実施前） （実施1ヵ月後）（実施2週間後）（実施前）（実施直後）

） ）
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